
次期データヘルス計画策定方針について ①

（１）基本的事項
①計画の趣旨
②計画期間

③実施体制・関係者連携

（６）計画の評価・見直し
（７）計画の公表・周知
（８）個人情報の取扱い
（９）地域包括ケアに係る取組及びその他の留意事項

※医療費適正化計画や健康増進計画等の他計画との調和を図る

健康寿命の延伸、医療費適正化に資するため、市町村と連携し、高齢者の特性や
ニーズ、地域の実情にあった効果的かつ効率的な保健事業を推進する

第３期データヘルス計画（令和6年度～令和11年度）
〈計画の沿革〉

健康長寿医療計画
第1期

（平成22年度～平成24年度）

健康長寿医療計画
第2期

（平成25年度～平成29年度）
【平成27年度より、保健事業実施計画（データヘ

ルス計画）第1期と位置づけ】

保健事業実施計画（データヘルス計画）
第2期

（平成30年度～令和5年度）

保健事業実施計画（データヘルス計画）
第3期

（令和6年度～令和11年度）

〈今回策定〉

〈計画の目的〉

〈計画の内容（案）〉

（２）現状の整理、分析
（３）健康課題の抽出
（４）目標（指標）
（５）保健事業の内容

資料②



次期データヘルス計画策定方針について ②

健康課題の抽出

〈前期計画〉
①健康づくり広報啓発 ②健康長寿講演会 ③健康診査 ④歯科健診
⑤健診結果フォローアップ ➅糖尿病性腎症重症化予防 ⑦訪問健康相談
⑧訪問服薬指導 ⑨ジェネリック医薬品普及促進
⑩高齢者の医療、介護、保健事業研究会
⑪高齢者の保健事業と介護予防等の一体的実施

〈取組区分ごとの分析項目（案）〉
・低栄養：体重が維持、改善できた者の人数や割合
・口腔：質問票における咀嚼・嚥下の回答状況

介入１年後の誤嚥性肺炎の罹患状況
・服薬指導：介入前後の受診状況

介入後の処方薬剤数が15剤以上の人数、割合
・糖尿病性腎症重症化予防：HbA1c≧8.0%の人数、割合の変化

SBP≧160 or DBP≧100 以上の割合の変化
・その他生活習慣病重症化予防：質問票における健康状態や歩行速度の変化

（身体的フレイル） １年後の要介護認定の状況
・健康状態不明者対策：医療・介護サービスにつながった者の人数、割合 等

〈医療情報等の分析（案）〉
・健診、歯科健診受診率
・健康状態不明者割合
・質問票を活用してハイリスク者把握をしている市町村数
・質問票調査結果の状況（生活習慣）
・平均自立期間
・1人あたり医療費（入院、外来、歯科、調剤）
・疾病分類別医療費
・要介護認定率の状況
・介護給付費
・要介護認定有無別の有病率（疾患別）、

要介護度別有病率（疾患別）
・後発医薬品の使用割合
・重複・多剤等投薬患者割合
・医療・介護のクロス集計
・生活習慣病治療中断者に係る分析
・新型コロナウイルス感染症に係る分析
・在宅医療の利用状況に係る分析 等

目標（指標）の設定

保健事業の内容の検討

現状の整理、分析
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市町村との意見交換、関係機関（県、三師会等）との調整
他計画との調和

・現状の整理、分析
・健康課題の抽出
・目標（指標）の設定
・保健事業の内容の検討
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